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(57)【要約】
【課題】内蔵されているデータの送受信を行う周辺回路
を有する電子回路などに対して、映像信号の間引き補完
を行うことなく、受信感度の劣化や誤動作などを発生さ
せない液晶表示装置を提供する。
【解決手段】制御手段（たとえば、タイミングコントロ
ーラ１４）により、映像信号ストローブ信号ＳＴＢ及び
垂直ドライバクロック信号ＶＣＫからなる水平同期信号
の出力を１Ｖ期間内の表示期間中に少なくとも１回以上
かつ２水平期間以上停止する停止期間が設定される（水
平同期信号停止期間設定処理）。この水平同期信号停止
期間設定処理では、タイミングコントローラ１４により
、上記水平同期信号の停止状態であることを示す第１の
信号（たとえば、ステータス信号ｓｔ）が電子回路（た
とえば、周辺回路１５）に送信される（信号送信処理）
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定列のデータ電極、所定行の走査電極、前記各データ電極と前記各走査電極との交差
箇所に設けられている画素、及び前記各画素の対向電極としての共通電極を有する液晶パ
ネルと、
　１水平期間毎に与えられる映像信号ストローブ信号に基づいて前記各データ電極に該当
する画素データを書き込むと共に、前記１水平期間毎に与えられる極性反転制御信号に基
づいて、前記液晶パネルに対して所定の交流駆動を行うデータ駆動部と、
　１垂直期間毎に与えられる垂直同期信号に同期すると共に１水平期間毎に与えられる垂
直ドライバクロック信号に基づいて、前記各走査電極を所定の順序で駆動するための走査
信号を出力するゲート駆動部と、
　映像信号に基づいて、前記データ駆動部に前記映像信号ストローブ信号及び極性反転制
御信号を出力すると共に、前記ゲート駆動部に前記垂直同期信号及び垂直ドライバクロッ
ク信号を出力する制御手段とを有する液晶表示装置であって、
　前記制御手段は、
　前記映像信号ストローブ信号及び垂直ドライバクロック信号からなる水平同期信号の出
力を、前記１垂直期間内の表示期間中に少なくとも１回以上かつ（１＋Ｘ）水平期間（Ｘ
；０よりも大きい実数）以上停止する停止期間を設定する水平同期信号停止期間設定モー
ドを有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　前記水平同期信号停止期間設定モードでは、前記水平同期信号の出力を、前記１垂直期
間内の表示期間中に少なくとも１回以上かつ２水平期間以上停止する停止期間を設定する
構成とされていることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、
　前記水平同期信号停止期間設定モードのとき、前記ゲート駆動部に対して、前記走査信
号の出力を前記水平同期信号の停止期間よりも短い期間停止させるためのゲートマスク信
号を出力する構成とされていることを特徴とする請求項１又は２記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、
　前記水平同期信号停止期間設定モードのとき、前記水平同期信号の停止期間の一部又は
全てにて、前記極性反転制御信号の論理レベルを保持する構成とされていることを特徴と
する請求項１、２又は３記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　当該液晶表示装置の周辺又は／及び内部に、与えられた第１の信号に基づいて所定の動
作を行う電子回路が設けられ、
　前記制御手段は、
　前記水平同期信号停止期間設定モードのとき、前記水平同期信号の停止状態であること
を示す前記第１の信号を前記電子回路に送信する信号送信部が設けられていることを特徴
とする請求項１、２、３又は４記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　当該液晶表示装置の周辺又は／及び内部に、所定の動作を行うときに該動作を行う状態
であることを示す第２の信号を出力する電子回路が設けられ、
　前記制御手段は、
　前記電子回路から前記第２の信号が出力されたとき、前記水平同期信号停止期間設定モ
ードに対応した動作を起動する信号判定部が設けられていることを特徴とする請求項１、
２、３又は４記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　所定列のデータ電極、所定行の走査電極、前記各データ電極と前記各走査電極との交差
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箇所に設けられている画素、及び前記各画素の対向電極としての共通電極を有する液晶パ
ネルと、
　１水平期間毎に与えられる映像信号ストローブ信号に基づいて前記各データ電極に該当
する画素データを書き込むと共に、前記１水平期間毎に与えられる極性反転制御信号に基
づいて、前記液晶パネルに対して所定の交流駆動を行うデータ駆動部と、
　１垂直期間毎に与えられる垂直同期信号に同期すると共に１水平期間毎に与えられる垂
直ドライバクロック信号に基づいて、前記各走査電極を所定の順序で駆動するための走査
信号を出力するゲート駆動部とを有する液晶表示装置に用いられるタイミングコントロー
ラであって、
　映像信号に基づいて、前記データ駆動部に前記映像信号ストローブ信号及び極性反転制
御信号を出力すると共に、前記ゲート駆動部に前記垂直同期信号及び垂直ドライバクロッ
ク信号を出力し、かつ、前記映像信号ストローブ信号及び垂直ドライバクロック信号から
なる水平同期信号の出力を、前記１垂直期間内の表示期間中に少なくとも１回以上かつ（
１＋Ｘ）水平期間（Ｘ；０よりも大きい実数）以上停止する停止期間を設定する水平同期
信号停止期間設定モードを有することを特徴とするタイミングコントローラ。
【請求項８】
　前記水平同期信号停止期間設定モードでは、前記水平同期信号の出力を、前記１垂直期
間内の表示期間中に少なくとも１回以上かつ２水平期間以上停止する停止期間を設定する
構成とされていることを特徴とする請求項７記載のタイミングコントローラ。
【請求項９】
　前記水平同期信号停止期間設定モードのとき、前記ゲート駆動部に対して、前記走査信
号の出力を前記水平同期信号の停止期間よりも短い期間停止させるためのゲートマスク信
号を出力する構成とされていることを特徴とする請求項７又は８記載のタイミングコント
ローラ。
【請求項１０】
　前記水平同期信号停止期間設定モードのとき、前記水平同期信号の停止期間の一部又は
全てにて、前記極性反転制御信号の論理レベルを保持する構成とされていることを特徴と
する請求項７、８又は９記載のタイミングコントローラ。
【請求項１１】
　当該液晶表示装置の周辺又は／及び内部に、与えられた第１の信号に基づいて所定の動
作を行う電子回路が設けられ、
　前記水平同期信号停止期間設定モードのとき、前記水平同期信号の停止状態であること
を示す前記第１の信号を前記電子回路に送信する信号送信部が設けられていることを特徴
とする請求項７、８、９又は１０記載のタイミングコントローラ。
【請求項１２】
　当該液晶表示装置の周辺又は／及び内部に、所定の動作を行うときに該動作を行う状態
であることを示す第２の信号を出力する電子回路が設けられ、
　前記電子回路から前記第２の信号が出力されたとき、前記水平同期信号停止期間設定モ
ードに対応した動作を起動する信号判定部が設けられていることを特徴とする請求項７、
８、９又は１０記載のタイミングコントローラ。
【請求項１３】
　所定列のデータ電極、所定行の走査電極、前記各データ電極と前記各走査電極との交差
箇所に設けられている画素、及び前記各画素の対向電極としての共通電極を有する液晶パ
ネルと、
　１水平期間毎に与えられる映像信号ストローブ信号に基づいて前記各データ電極に該当
する画素データを書き込むと共に、前記１水平期間毎に与えられる極性反転制御信号に基
づいて、前記液晶パネルに対して所定の交流駆動を行うデータ駆動部と、
　１垂直期間毎に与えられる垂直同期信号に同期すると共に１水平期間毎に与えられる垂
直ドライバクロック信号に基づいて、前記各走査電極を所定の順序で駆動するための走査
信号を出力するゲート駆動部と、



(4) JP 2010-237651 A 2010.10.21

10

20

30

40

50

　映像信号に基づいて、前記データ駆動部に前記映像信号ストローブ信号及び極性反転制
御信号を出力すると共に、前記ゲート駆動部に前記垂直同期信号及び垂直ドライバクロッ
ク信号を出力する制御手段とを有する液晶表示装置に用いられる信号処理方法であって、
　前記制御手段が、前記映像信号ストローブ信号及び垂直ドライバクロック信号からなる
水平同期信号の出力を、前記１垂直期間内の表示期間中に少なくとも１回以上かつ（１＋
Ｘ）水平期間（Ｘ；０よりも大きい実数）以上停止する停止期間を設定する水平同期信号
停止期間設定処理を行うことを特徴とする信号処理方法。
【請求項１４】
　前記水平同期信号停止期間設定処理では、
　前記制御手段が、前記水平同期信号の出力を、前記１垂直期間内の表示期間中に少なく
とも１回以上かつ２水平期間以上停止する停止期間を設定することを特徴とする請求項１
３記載の信号処理方法。
【請求項１５】
　前記水平同期信号停止期間設定処理では、
　前記制御手段が、前記ゲート駆動部に対して、前記走査信号の出力を前記水平同期信号
の停止期間よりも短い期間停止させるためのゲートマスク信号を出力することを特徴とす
る請求項１３又は１４記載の信号処理方法。
【請求項１６】
　前記水平同期信号停止期間設定処理では、
　前記制御手段が、前記水平同期信号の停止期間の一部又は全てにて、前記極性反転制御
信号の論理レベルを保持することを特徴とする請求項１３、１４又は１５記載の信号処理
方法。
【請求項１７】
　当該液晶表示装置の周辺又は／及び内部に、与えられた第１の信号に基づいて所定の動
作を行う電子回路が設けられ、
　前記水平同期信号停止期間設定処理では、
　前記制御手段が、前記水平同期信号の停止状態であることを示す前記第１の信号を前記
電子回路に送信する信号送信処理を行うことを特徴とする請求項１３、１４、１５又は１
６記載の信号処理方法。
【請求項１８】
　当該液晶表示装置の周辺又は／及び内部に、所定の動作を行うときに該動作を行う状態
であることを示す第２の信号を出力する電子回路が設けられ、
　前記電子回路から前記第２の信号が出力されたとき、前記制御手段が、前記水平同期信
号停止期間設定処理を起動する信号判定処理を行うことを特徴とする請求項１３、１４、
１５又は１６記載の信号処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶表示装置、該装置に用いられるタイミングコントローラ及び信号処理
方法に係り、たとえば位置検出機能を有する回路基板など、データの送受信などを行う電
子回路が液晶パネルの内部や周辺に搭載されている場合に適用して好適な液晶表示装置、
該装置に用いられるタイミングコントローラ及び信号処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置やプラズマ表示装置などの薄型表示装置では、近年、表示パネルの高解像
度化に伴い、装置内の映像信号の伝送周波数が高くなっている。また、高速の動画表示に
対応するために、フレーム周波数がたとえば１２０Ｈｚに設定されるなど、フレームレー
トも高くなっている。特に、液晶表示装置では、液晶パネルの画素に電圧が印加されて書
込みが行われることにより表示階調が制御されるが、同画素に電圧が印加される際に電流
変化が発生し、この電流変化が電磁ノイズとして液晶パネルの周辺に放射される。液晶表
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示装置では、液晶パネルの１ライン毎に書込みが行われるため、この電磁ノイズは、１フ
レーム期間で同液晶パネルの垂直解像度に対応した分だけ発生する。また、一方で表示装
置の付加価値も求められており、液晶パネルの内部や周辺に位置検出機能を有する回路基
板などが搭載されることもある。
【０００３】
　この種の液晶表示装置は、たとえば図８に示すように、液晶パネル１と、データ駆動部
２と、ゲート駆動部３と、タイミングコントローラ４とから構成されている。また、液晶
パネル１に近い位置に、データの送受信を行う周辺回路５が搭載されている。液晶パネル
１は、データ電極Ｘi （ｉ＝１，２，…，ｍ、たとえば、ｍ＝１６００）と、走査電極Ｙ

j （ｊ＝１，２，…，ｎ、たとえば、ｎ＝１２００）と、画素ＳＰi,j と、共通電極ＣＯ
Ｍとから構成されている。データ電極Ｘi は、該当する画素データＤi に応じた電圧が印
加される。走査電極Ｙj は、設定された順序で走査信号Ｇj が印加される。画素ＳＰi,j 
は、データ電極Ｘi と走査電極Ｙj との交差箇所に設けられ、ＴＦＴ（Thin Film Transi
stor、薄膜トランジスタ）Ｑと、保持容量Ｃstと、液晶層Ｃlcと、共通電極ＣＯＭとから
構成されている。保持容量Ｃstは、印加された画素データＤi に応じた電圧を保持する。
液晶層Ｃlcは、画素データＤi に対応した階調の画素を表示する液晶層を模式的に表した
ものである。共通電極ＣＯＭには、コモン電圧が印加される。
【０００４】
　データ駆動部２は、１水平期間毎に与えられる映像信号ストローブ信号ＳＴＢに基づい
て各データ電極Ｘi に映像信号ｖｆに対応した該当する画素データＤi を書き込むと共に
、１水平期間毎に与えられる極性反転制御信号ＰＯＬに基づいて、液晶パネル１に対して
所定の交流駆動を行う。この場合、データ駆動部２は、たとえばドット反転駆動方式に対
応して、奇数フレームと偶数フレームとで、共通電極ＣＯＭに印加するコモン電圧を１ド
ット毎に交互に位相反転するか、あるいは、データ電極Ｘi に印加する電圧を１ドット毎
に交互に位相反転する。ゲート駆動部３は、１垂直期間毎に与えられる垂直同期信号ＶＳ
Ｐに同期すると共に１水平期間毎に与えられる垂直ドライバクロック信号ＶＣＫに基づい
て、各走査電極Ｙj を所定の順序で駆動するための走査信号Ｇj を出力する。タイミング
コントローラ４は、映像信号処理部４ａと、水平／垂直同期制御信号出力部４ｂとを有し
ている。映像信号処理部４ａは、映像信号ｉｎ及びデータ有効期間信号ＤＥ（以下、「Ｄ
Ｅ信号」ともいう）を入力し、信号の並び替えや伝送電圧振幅設定を行い、水平／垂直同
期制御信号出力部４ｂは、データ駆動部２に映像信号ストローブ信号ＳＴＢ（以下、「Ｓ
ＴＢ信号」ともいう）及び極性反転制御信号ＰＯＬ（以下、「ＰＯＬ信号」ともいう）を
出力すると共に、ゲート駆動部３に、垂直同期信号ＶＳＰ（Vertical Start Pulse、以下
、「ＶＳＰ信号」ともいう）、垂直ドライバクロック信号ＶＣＫ（Vertical Clock、以下
、「ＶＣＫ信号」ともいう）及びゲートマスク信号ＧＯＥ（Gate Output Enable、以下、
「ＧＯＥ信号」ともいう）を出力する。
【０００５】
　図９は、図８中の各信号について説明する図である。
　同図９に示すように、ＶＳＰ信号は、液晶パネル１のフレーム速度を決定するための基
準信号であり、この周期が１垂直期間（１Ｖ期間）となる。ＶＣＫ信号は、表示期間ｄに
おいてゲート駆動部３を駆動するためのクロック信号であり、この周期が１水平期間（１
Ｈ期間）となる。ＧＯＥ信号は、ゲート駆動部３の出力をマスクする信号であり、たとえ
ば低レベル（以下、“Ｌ”という）のときに走査信号Ｇj を出力させ、高レベル（以下、
“Ｈ”という）ときに走査信号Ｇj を出力させない。ＳＴＢ信号は、映像信号ｉｎの階調
に相当する電圧の画素データＤi を液晶パネル１の画素ＳＰi,j へ書き込むための信号で
ある。ＰＯＬ信号は、画素データＤi を液晶パネル１へ書き込む際の極性を制御する信号
である。この信号を制御することで、ドット反転駆動や１Ｈ２Ｖ反転駆動が行われる。こ
れらの各信号に基づいて、ゲート駆動部３により走査電極Ｙj が順次走査され、かつ、映
像信号ｉｎの階調に相当する電圧の画素データＤi が液晶パネル１の各画素ＳＰi,j に書
き込まれることで、映像信号ｉｎに対応する映像が液晶パネル１に表示される。
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【０００６】
　しかしながら、この液晶表示装置では、液晶パネル１の画素ＳＰi,j へ電圧を書き込む
際に、ライン間でＴＦＴのドレイン電圧の偏りが大きくなるような場合（たとえば、ドッ
ト反転駆動時に縦ドットストライプ表示をした場合）、共通電極ＣＯＭに流れる電流の変
化量が大きくなることがある。このとき、共通電極ＣＯＭの電流変動に起因したノイズが
液晶パネル１の周辺に発生することになる。この共通電極ＣＯＭの電流変動に起因したノ
イズは、たとえば、上記のようなドット反転駆動時に縦ドットストライプ表示をした場合
のように、ライン間でドレイン電圧の偏りが大きくなるような表示を行った場合では、映
像信号の階調に相当する電圧を液晶パネル１に書き込む毎に発生するため、１Ｈ周期で発
生することになる。また、液晶表示装置にて電荷回収モードを使用している場合は、同図
９に示すように、電荷回収のタイミングでも、ノイズが発生することがある。
【０００７】
　ここで、図８中の周辺回路５のように、液晶パネル１の共通電極ＣＯＭ周辺にデータを
送受信する回路（たとえば、液晶表示装置をタブレットとして用いるような電磁界変化を
送受信の信号として利用する位置座標検出装置など）が搭載されている場合、同周辺回路
５は、データ送受信の際にノイズが入ると、このデータ送受信に要する期間よりもノイズ
の発生周期の方が短い場合、同データ送受信に対して同ノイズが干渉し、データの受信感
度の劣化や誤動作などが発生することがある。すなわち、ライン間でドレイン電圧の偏り
が大きくなるような表示を行うと、液晶パネル１の画素ＳＰi,j への書込みに起因したノ
イズが１Ｈ周期で発生し、周辺回路５のデータ送受信期間が１Ｈ期間よりも長い場合には
、同周辺回路５は画素ＳＰi,j への書込みに起因したノイズの影響を常に受けることにな
り、データの受信感度が低下したり、さらには誤動作を起こすという問題点がある。
【０００８】
　液晶パネル１から発生するノイズを抑制する方法として、一般的には、ノイズ発生源を
金属材料などでシールド（遮蔽）してノイズループを分離又はノイズを閉じ込める方法が
考えられる。ところが、電磁界の変化を利用してそれを送受信の信号とする位置座標検出
装置などでは、液晶パネル１を金属材料でシールドしてしまうと、液晶パネル１からのノ
イズは遮蔽することができるが、本来の目的である位置座標の検出に用いる電磁界の変化
も認識することができないという問題点がある。たとえば、液晶パネル１の表示画面に１
つのポインタ（カーソル）を表示して、これをポインタ認識装置（タッチペンなど）で液
晶パネル１をなぞり、それに追従してポインタが動くというような表示装置を考えた場合
、上記表示画面上のポインタをポインタ認識装置で追従して動かすためには、ポインタ認
識装置が表示画面のどの位置にあるかという情報を表示装置側に与えて（位置座標検出）
、その情報に基づいて表示画面上のポインタを動かすこととなる。
【０００９】
　位置座標検出装置が電磁界の変化を利用したものである場合には、液晶パネル１を金属
材料などで遮蔽してしまうと、位置座標検出信号自体が遮蔽されて認識されなくなる。
　よって、上記表示装置においては、液晶パネル１をシールド遮蔽して対策する方法では
なく、別の対策をとる必要がある。さらに、表示装置の高解像度化や高速動作（１２０Ｈ
ｚ駆動など）などが普及してくると、液晶パネル１の画素への書込み起因で発生するノイ
ズのタイミングが速くなってくることが想定され（すなわち、１Ｈ期間が短くなり、ノイ
ズの発生周期が速くなる）、問題が顕在化してくる可能性が高くなる。このため、データ
の送受信を行う周辺回路を有する回路基板などに対して受信感度の劣化や誤動作などを発
生させない液晶表示装置が要求されている。
【００１０】
　上記の液晶表示装置の他、この種の関連する技術としては、たとえば、特許文献１に記
載された表示制御装置がある。
　通常の液晶表示装置では、Ｙドライバ（ゲート駆動部）は、独立したＩＣモジュールと
して基板に装着されるので、図１０（ｂ）に示すように、走査禁止信号（ゲートマスク信
号）ＧＩＮＨがＹドライバに供給されるタイミングが適切でない場合、つまり、同走査禁
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止信号ＧＩＮＨに遅延が発生した場合に走査信号Ｙ１に不要パルスが発生し、表示画面に
不要なストライプが発生することがある。このため、この文献に記載された表示制御装置
では、表示領域（走査線の数）よりも多い映像信号が入力された場合に、図１０（ａ）に
示すように、ゲート出力を適切な位置でマスクして液晶パネルの画素に対する書込みを一
部禁止することで、誤動作することなく水平映像信号を適切に間引くようにしている。こ
れにより、１フレーム期間内に２Ｈ期間ノイズなしの状態が１箇所以上生成され、電流の
変動に起因するノイズは発生しないと想定される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開平０９－１５４０８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、上記文献に記載の技術では、次のような問題点があった。
　すなわち、特許文献１に記載された表示制御装置では、映像信号の間引き補完が行われ
るため、映像信号を部分的に削除（間引き）していることになる。つまり、映像信号が欠
落する部分が生じてしまうため、入力された映像信号全てを表示させようする場合には、
本来所望する映像表示が行われないという問題点がある。
【００１３】
　この発明は、上述の事情に鑑みてなされたもので、データの送受信などを行う電子回路
などに対して、映像信号の間引き補完を行うことなく、受信感度の劣化や誤動作などを発
生させない液晶表示装置、該装置に用いられるタイミングコントローラ及び信号処理方法
を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記課題を解決するために、この発明の第１の構成は、所定列のデータ電極、所定行の
走査電極、前記各データ電極と前記各走査電極との交差箇所に設けられている画素、及び
前記各画素の対向電極としての共通電極を有する液晶パネルと、１水平期間毎に与えられ
る映像信号ストローブ信号に基づいて前記各データ電極に該当する画素データを書き込む
と共に、前記１水平期間毎に与えられる極性反転制御信号に基づいて、前記液晶パネルに
対して所定の交流駆動を行うデータ駆動部と、１垂直期間毎に与えられる垂直同期信号に
同期すると共に１水平期間毎に与えられる垂直ドライバクロック信号に基づいて、前記各
走査電極を所定の順序で駆動するための走査信号を出力するゲート駆動部と、映像信号に
基づいて、前記データ駆動部に前記映像信号ストローブ信号及び極性反転制御信号を出力
すると共に、前記ゲート駆動部に前記垂直同期信号及び垂直ドライバクロック信号を出力
する制御手段とを有する液晶表示装置に係り、前記制御手段は、前記映像信号ストローブ
信号及び垂直ドライバクロック信号からなる水平同期信号の出力を、前記１垂直期間内の
表示期間中に少なくとも１回以上かつ（１＋Ｘ）水平期間（Ｘ；０よりも大きい実数）以
上停止する停止期間を設定する水平同期信号停止期間設定モードを有することを特徴とし
ている。
【００１５】
　この発明の第２の構成は、所定列のデータ電極、所定行の走査電極、前記各データ電極
と前記各走査電極との交差箇所に設けられている画素、及び前記各画素の対向電極として
の共通電極を有する液晶パネルと、１水平期間毎に与えられる映像信号ストローブ信号に
基づいて前記各データ電極に該当する画素データを書き込むと共に、前記１水平期間毎に
与えられる極性反転制御信号に基づいて、前記液晶パネルに対して所定の交流駆動を行う
データ駆動部と、１垂直期間毎に与えられる垂直同期信号に同期すると共に１水平期間毎
に与えられる垂直ドライバクロック信号に基づいて、前記各走査電極を所定の順序で駆動
するための走査信号を出力するゲート駆動部とを有する液晶表示装置に用いられるタイミ
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ングコントローラに係り、該タイミングコントローラは、映像信号に基づいて、前記デー
タ駆動部に前記映像信号ストローブ信号及び極性反転制御信号を出力すると共に、前記ゲ
ート駆動部に前記垂直同期信号及び垂直ドライバクロック信号を出力し、かつ、前記映像
信号ストローブ信号及び垂直ドライバクロック信号からなる水平同期信号の出力を、前記
１垂直期間内の表示期間中に少なくとも１回以上かつ（１＋Ｘ）水平期間（Ｘ；０よりも
大きい実数）以上停止する停止期間を設定する水平同期信号停止期間設定モードを有する
ことを特徴としている。
【００１６】
　この発明の第３の構成は、所定列のデータ電極、所定行の走査電極、前記各データ電極
と前記各走査電極との交差箇所に設けられている画素、及び前記各画素の対向電極として
の共通電極を有する液晶パネルと、１水平期間毎に与えられる映像信号ストローブ信号に
基づいて前記各データ電極に該当する画素データを書き込むと共に、前記１水平期間毎に
与えられる極性反転制御信号に基づいて、前記液晶パネルに対して所定の交流駆動を行う
データ駆動部と、１垂直期間毎に与えられる垂直同期信号に同期すると共に１水平期間毎
に与えられる垂直ドライバクロック信号に基づいて、前記各走査電極を所定の順序で駆動
するための走査信号を出力するゲート駆動部と、映像信号に基づいて、前記データ駆動部
に前記映像信号ストローブ信号及び極性反転制御信号を出力すると共に、前記ゲート駆動
部に前記垂直同期信号及び垂直ドライバクロック信号を出力する制御手段とを有する液晶
表示装置に用いられる信号処理方法に係り、前記制御手段が、前記映像信号ストローブ信
号及び垂直ドライバクロック信号からなる水平同期信号の出力を、前記１垂直期間内の表
示期間中に少なくとも１回以上かつ（１＋Ｘ）水平期間（Ｘ；０よりも大きい実数）以上
停止する停止期間を設定する水平同期信号停止期間設定処理を行うことを特徴としている
。
【発明の効果】
【００１７】
　この発明の構成によれば、液晶表示装置は、１垂直期間内において少なくとも１つ以上
の任意の場所に（１＋Ｘ）水平期間以上の液晶パネルの書込みに起因するノイズの発生し
ない期間を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】この発明の第１の実施形態である液晶表示装置の要部の電気的構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】図１中のタイミングコントローラ１４の構成を示すブロック図である。
【図３】タイミングコントローラ１４の動作を説明するタイムチャートである。
【図４】タイミングコントローラ１４の他の動作を説明するタイムチャートである。
【図５】タイミングコントローラ１４の他の動作を説明するタイムチャートである。
【図６】この発明の第２の実施形態である液晶表示装置の要部の電気的構成を示すブロッ
ク図である。
【図７】図６中のタイミングコントローラ１４Ａの構成を示すブロック図である。
【図８】液晶表示装置の構成図である。
【図９】図８中の各信号について説明する図である。
【図１０】特許文献１に記載された表示制御装置の動作を説明するタイムチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　上記制御手段が、上記水平同期信号停止期間設定モードでは、上記水平同期信号の出力
を、上記１垂直期間内の表示期間中に少なくとも１回以上かつ２水平期間以上停止する停
止期間を設定する構成とされている液晶表示装置を提供する。この液晶表示装置では、１
垂直期間内において少なくとも１つ以上の任意の場所に２水平期間以上の液晶パネルの書
込みに起因するノイズの発生しない期間を確保することができる。これにより、液晶パネ
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ルの周辺にデータの送受信などをするノイズの影響を受けやすい回路が搭載されている場
合、上記ノイズの発生しない２水平期間以上の期間にデータの送受信を行うことで、デー
タの送受信における受信感度の劣化や誤動作を回避することが可能となる。特に、解像度
が大きい液晶パネルの場合、データ送受信の期間よりも１水平期間の周期が短くなる場合
があるため、このノイズの発生しない期間を生成することが有効である。
【００２０】
　上記制御手段は、上記水平同期信号停止期間設定モードのとき、上記ゲート駆動部に対
して、上記走査信号の出力を上記水平同期信号の停止期間よりも短い期間停止させるため
のゲートマスク信号を出力する構成とされている。また、上記制御手段は、上記水平同期
信号停止期間設定モードのとき、上記水平同期信号の停止期間の一部又は全てにて、上記
極性反転制御信号の論理レベルを保持する構成とされている。また、当該液晶表示装置の
周辺又は／及び内部に、与えられた第１の信号に基づいて所定の動作を行う電子回路が設
けられ、上記制御手段は、上記水平同期信号停止期間設定モードのとき、上記水平同期信
号の停止状態であることを示す上記第１の信号を上記電子回路に送信する信号送信部が設
けられている。また、当該液晶表示装置の周辺又は／及び内部に、所定の動作を行うとき
に該動作を行う状態であることを示す第２の信号を出力する電子回路が設けられ、上記制
御手段は、上記電子回路から上記第２の信号が出力されたとき、上記水平同期信号停止期
間設定モードに対応した動作を起動する信号判定部が設けられている。
【００２１】
　ここで、ノイズの発生間隔がたとえば２Ｈとなるような信号の生成方法について説明す
る。
　液晶表示装置を駆動するための水平同期信号や垂直同期信号は、ＶＥＳＡ（Video Elec
tronics Standards Association ）規格にて標準化され、水平同期信号や垂直同期信号の
発生タイミングなどは同ＶＥＳＡ規格に基づいて決定される。
　たとえば、ＵＸＧＡ（Ultra Extended Graphics Array ）の解像度を有する液晶表示装
置に対して、以下のような規格が決められている。
　　　解像度；１６００×１２００（ドット）
　　　PIXEL CLOCK ；１３０．２５（ＭＨｚ）
　　　Horizontal Frequency；７４．００（ｋＨｚ）
　　　Vertical Scan Frame Rate；５９．９２（Ｈｚ）
　　　Horizontal Total；１７６０（ＰＩＸＥＬＳ）
　　　Horizontal Blank；１６０（ＰＩＸＥＬＳ）
　　　Vertical Total；１２３５（ＬＩＮＥＳ）
　　　Vertical Blank；３５（ＬＩＮＥＳ）
【００２２】
　上記規格より、通常のＵＸＧＡの液晶パネルを駆動するには、PIXEL CLOCK （以下、PC
LK）は１３０．２５ＭＨｚ、Horizontal Frequencyに相当するゲート駆動部を駆動するＣ
ＬＫ（以下、ＶＣＬＫ）は７４．００ｋＨｚとなり、このときにフレームレートが５９．
９２Ｈｚ（ほぼ６０Ｈｚ）で駆動されることになる。
　上記規格より明らかなように、液晶パネルを６０Ｈｚで駆動するためには、
　　　PCLK×（１／Horizontal Total）×（１／Vertical Total）＝５９．９２Ｈｚ
となり、
　　　PCLK＝１３０．２５（ＭＨｚ）
　　　Horizontal Total＝１７６０（ＰＩＸＥＬＳ）
　　　Vertical Total＝１２３５（ＬＩＮＥＳ）
に設定すればよい。
【００２３】
　このとき、ＵＸＧＡの映像表示領域が１６００×１２００（ドット）であるので、
　　　Horizontal Blank＝１６０（ＰＩＸＥＬＳ）
　　　Vertical Blank＝３５（ＬＩＮＥＳ）
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のブランク期間（映像信号非表示期間）が存在する。このブランク期間を１Ｈ期間分削除
し、表示期間内の任意の期間に１Ｈ期間分挿入することで、液晶パネルの画素への書込み
が１Ｈ期間停止するため、２Ｈ期間分のノイズの発生しない期間が生成される。この場合
、１Ｈ期間は通常の駆動でノイズの発生がなく、かつ、１Ｈ期間のブランクの挿入により
、２Ｈ期間のノイズの発生しない期間が生成される。
【００２４】
　なお、上記１Ｈ期間の書込み停止は一例であり、たとえば、２Ｈ期間又は１．５Ｈ期間
の書込み停止でも良い。すなわち、（Ｘ＋１）Ｈ期間（Ｘ；０より大きい実数）書込みを
停止させることにより、液晶パネルの画素への書込みが行われない期間が（Ｘ＋１）Ｈ期
間確保され、画素に対する書込みに起因するノイズが発生しない領域が（Ｘ＋１）Ｈ期間
確保される。この（Ｘ＋１）Ｈ期間にデータの送受信を行う回路を動作させることで、液
晶パネルの書込みに起因したノイズの影響を受けずにデータの送受信が可能となる。この
場合、Ｘの値はデータの送受信に必要な最短期間以上の値を設定することとなる。さらに
、上記に加え、このとき、同時に映像信号を削除しないようにする制御が必要である。こ
のように、表示期間内にノイズの発生周期が一部１Ｈ期間より大きくなる領域を設けて（
Ｘ＋１）Ｈ期間書込みを停止し、この領域を狙ってデータの送受信を行う回路を動作させ
ることで、（１＋Ｘ）Ｈ期間分のデータ送受信期間が確保され、１Ｈ期間ではデータの送
受信期間として足りない場合も、液晶パネルの書込みに起因したノイズの影響を受けずに
データの送受信が１フレーム期間中に複数回断続的に可能となる。
【００２５】
　ここで、上記映像信号の非表示期間に周辺回路のデータの送受信を行うことも考えられ
るが、Horizontal Blank期間を用いて周辺回路のデータの送受信を行おうとすると、送受
信時間が１／１０Ｈ期間しか確保されなく、データの送受信時間が不足する。また、Vert
ical Blank期間を用いて周辺回路のデータの送受信を行おうとすると、送受信時間は３５
Ｈ期間確保されるが、データの送受信周期がVertical Scan Frame Rate（５９．９２Ｈｚ
）によって制約され、周辺回路のデータの送受信の周期が遅くなるという問題点がある。
送受信の周期が遅くなると、たとえば表示画面上のポインタをポインタ認識装置で追従し
て動かそうとした場合、追従性が低下するという問題点がある。この発明では、周辺回路
のデータの送受信時間を確保しつつ、かつ周辺回路によるデータの送受信周期も確保する
ことが特徴である。
【実施形態１】
【００２６】
　図１は、この発明の第１の実施形態である液晶表示装置の要部の電気的構成を示すブロ
ック図である。
　この形態の液晶表示装置は、同図に示すように、液晶パネル１１と、データ駆動部１２
と、ゲート駆動部１３と、タイミングコントローラ１４とから構成されている。また、液
晶パネル１１に近い位置に、データの送受信を行う周辺回路１５が搭載されている。液晶
パネル１１は、データ電極Ｘi （ｉ＝１，２，…，ｍ、たとえば、ｍ＝１６００）と、走
査電極Ｙj （ｊ＝１，２，…，ｎ、たとえば、ｎ＝１２００）と、画素ＳＰi,j と、共通
電極ＣＯＭとから構成されている。
【００２７】
　データ電極Ｘi は、該当する画素データＤi に応じた電圧が印加される。走査電極Ｙj 
は、設定された順序で走査信号Ｇj が印加される。画素ＳＰi,j は、データ電極Ｘi と走
査電極Ｙj との交差箇所に設けられ、ＴＦＴ（Thin Film Transistor、薄膜トランジスタ
）Ｑと、保持容量Ｃstと、液晶層Ｃlcと、共通電極ＣＯＭとから構成されている。保持容
量Ｃstは、印加された画素データＤi に応じた電圧を保持する。液晶層Ｃlcは、画素デー
タＤi に対応した階調の画素を表示する液晶層を模式的に表したものである。共通電極Ｃ
ＯＭには、コモン電圧が印加される。データ駆動部１２は、１水平期間（１Ｈ）毎に与え
られる映像信号ストローブ信号ＳＴＢに基づいて各データ電極Ｘi に映像信号ｖｆに対応
した該当する画素データＤi を書き込むと共に、１Ｈ期間毎に与えられる極性反転制御信
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号ＰＯＬに基づいて、液晶パネル１１に対して所定の交流駆動を行う。この場合、データ
駆動部１２は、たとえばドット反転駆動方式に対応して、奇数フレームと偶数フレームと
で、共通電極ＣＯＭに印加するコモン電圧を１ドット毎に交互に位相反転するか、あるい
は、データ電極Ｘi に印加する電圧を１ドット毎に交互に位相反転する。ゲート駆動部１
３は、１垂直（１Ｖ）期間毎に与えられる垂直同期信号ＶＳＰに同期すると共に１Ｈ期間
毎に与えられる垂直ドライバクロック信号ＶＣＫに基づいて、各走査電極Ｙj を所定の順
序で駆動するための走査信号Ｇj を出力する。
【００２８】
　タイミングコントローラ１４は、映像信号ｉｎ及びデータ有効期間信号ＤＥ（ＤＥ信号
）を入力し、信号の並び替えや伝送電圧振幅設定を行う他、データ駆動部１２に映像信号
ストローブ信号ＳＴＢ（ＳＴＢ信号）及び極性反転制御信号ＰＯＬ（ＰＯＬ信号）を出力
すると共に、ゲート駆動部１３に、垂直同期信号ＶＳＰ（ＶＳＰ信号）、垂直ドライバク
ロック信号ＶＣＫ（ＶＣＫ信号）及びゲートマスク信号ＧＯＥ（ＧＯＥ信号）を出力する
。特に、この実施形態では、タイミングコントローラ１４は、映像信号ストローブ信号Ｓ
ＴＢ及び垂直ドライバクロック信号ＶＣＫからなる水平同期信号の出力を、１Ｖ期間内の
表示期間中に少なくとも１回以上かつ２水平期間以上停止する停止期間を設定する水平同
期信号停止期間設定モードを有している。
【００２９】
　また、タイミングコントローラ１４は、水平同期信号停止期間設定モードのとき、ゲー
ト駆動部１３に対して、走査信号Ｇj の出力を上記水平同期信号の停止期間よりも短い期
間停止させるためのゲートマスク信号ＧＯＥを出力する。また、タイミングコントローラ
１４は、水平同期信号停止期間設定モードのとき、上記水平同期信号の停止期間の一部又
は全てにて、極性反転制御信号ＰＯＬの論理レベルを保持する。また、タイミングコント
ローラ１４は、水平同期信号停止期間設定モードのとき、上記水平同期信号の停止状態で
あることを示すステータス信号ｓｔ（第１の信号）を周辺回路１５に送信する。周辺回路
１５は、タイミングコントローラ１４から送信されるステータス信号ｓｔに基づいてデー
タの送受信を行う。
【００３０】
　図２は、図１中のタイミングコントローラ１４の構成を示すブロック図である。
　このタイミングコントローラ１４は、同図２に示すように、映像信号処理部１４ａと、
水平／垂直同期制御信号出力部１４ｂと、ステータス信号送信部１４ｃとを有している。
映像信号処理部１４ａは、映像信号並び替え部２１を有し、同映像信号並び替え部２１に
は、映像信号メモリ部２２が設けられている。映像信号並び替え部２１は、映像信号ｉｎ
の並び替えを行い、映像信号メモリ部２２で記憶する。水平／垂直同期制御信号出力部１
４ｂは、基準信号生成部３１と、ＶＳＰ信号制御部３２と、ＶＣＫ信号制御部３３と、Ｇ
ＯＥ信号制御部３４と、ＳＴＢ信号制御部３５と、ＰＯＬ信号制御部３６とから構成され
ている。基準信号生成部３１の制御に基づいて、ＶＳＰ信号制御部３２はＶＳＰ信号、Ｖ
ＣＫ信号制御部３３はＶＣＫ信号、ＧＯＥ信号制御部３４はＧＯＥ信号、ＳＴＢ信号制御
部３５はＳＴＢ信号、及びＰＯＬ信号制御部３６がＰＯＬ信号を生成して制御する。ステ
ータス信号送信部１４ｃは、水平同期信号停止期間設定モードに対応してステータス信号
ｓｔを周辺回路１５に送信する。
【００３１】
　図３は、タイミングコントローラ１４の動作を説明するタイムチャート、及び図４と図
５が、タイミングコントローラ１４の他の動作を説明するタイムチャートである。
　これらの図を参照して、この形態の液晶表示装置に用いられる信号処理方法の処理内容
について説明する。
　この液晶表示装置では、タイミングコントローラ１４により、映像信号ストローブ信号
ＳＴＢ及び垂直ドライバクロック信号ＶＣＫからなる水平同期信号の出力を１Ｖ期間内の
表示期間中に少なくとも１回以上かつ２水平期間以上停止する停止期間が設定される（水
平同期信号停止期間設定処理）。この水平同期信号停止期間設定処理では、タイミングコ
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ントローラ１４により、ゲート駆動部１３に対して、走査信号Ｇj の出力を上記水平同期
信号の停止期間よりも短い期間停止させるためのゲートマスク信号ＧＯＥが出力される。
また、水平同期信号停止期間設定処理では、タイミングコントローラ１４により、上記水
平同期信号の停止期間の一部又は全てにて、極性反転制御信号ＰＯＬの論理レベルが保持
される。また、水平同期信号停止期間設定処理では、タイミングコントローラ１４により
、上記水平同期信号の停止状態であることを示すステータス信号ｓｔが周辺回路１５に送
信される（信号送信処理）。
【００３２】
　すなわち、表示期間ｄ中のＮライン目（Ｎ；１以上の整数）において、水平同期信号（
ＶＣＫ信号及びＳＴＢ信号）が１Ｈ期間分停止し、Ｎライン目に１Ｈ期間のブランクが挿
入される。この場合、たとえば図３に示すように、３ライン目の水平同期信号が１Ｈ期間
分停止される。１Ｈ期間のブランクが挿入されることにより、画素ＳＰi,j に対する書込
みが１Ｈ期間分停止される。これにより、書込みに時に発生する電流変動がなくなり、さ
らに電流変動に同期して発生するノイズもなくなる。ここで、画素ＳＰi,j に対する書込
みが１Ｈ期間分停止されたときに１Ｈ期間の周期が変わらないとすると、１Ｈ期間分の停
止時間だけブランク期間（非表示期間ｂ）が短くなる。このＮライン目の水平同期信号（
ＶＣＫ信号及びＳＴＢ信号）を１Ｈ期間分遅らせることを、「Ｎライン目に１Ｈブランク
挿入する」という。
【００３３】
　次に、Ｎライン目に１Ｈブランク挿入した場合のＧＯＥ信号及びＰＯＬ信号に対する制
御について説明する。
　ゲート駆動部１３の内部は、通常、シフトレジスタが動作しているため、ＧＯＥ信号を
制御しなければ、１Ｈブランク挿入した場合にゲートが２Ｈ期間オン状態となり、画素Ｓ
Ｐi,j に対する過剰な書込みが行われる。この過剰な書込みを避けるために、ゲートをオ
ン状態とする期間は他のラインと同じ条件である１Ｈ期間分としなければならないので、
１Ｈブランクを挿入した期間では、ゲートをマスクする必要がある。また、ＰＯＬ信号に
ついては、１Ｈブランク期間を挿入した前後のラインの画素の極性が１Ｈブランク期間の
挿入がない場合と同じ動作となるように制御する必要がある。図３では、ドット反転駆動
の場合が示されているが、１Ｈブランク期間が挿入されている位置の前後のラインの画素
の極性は、ドット反転駆動の場合と同じ極性となっている。また、Ｎライン目に１Ｈブラ
ンク挿入した場合のＧＯＥ信号は、Ｎ－１ライン目のＶＣＫ信号の立ち上がり位置から１
Ｈ期間経過後に立ち上がって有効（“Ｈ”）となり、この立ち上がりから１Ｈ経過後に立
ち下がって無効（“Ｌ”）となる。また、ＰＯＬ信号は、Ｎ－１ライン目のＳＴＢ信号の
立ち上がりで極性反転されて２Ｈ期間保持され、２Ｈ経過後に再び極性反転される。
　なお、液晶パネル１１の各ＴＦＴのＧ－Ｄ遅延（ゲートとドレインとの間の伝搬遅延）
のばらつきが問題となる場合は、極性反転制御信号ＰＯＬを１Ｈ経過後に反転し、次のＳ
ＴＢ信号の立ち上がり時では保持しておくようにする。
【００３４】
　さらに、上記の動作だけでは、ブランク挿入することで、入力された映像信号ｖｆも削
除されてしまうため、Ｎライン目の映像信号ｖｆは、ブランク挿入が終了してから次にＳ
ＴＢ信号が立ち上がるまで保持しておく必要がある。この場合、図３では、３ライン目に
１Ｈブランク挿入されているため、３ライン目の映像信号ｖｆを１Ｈ期間保持しておく必
要がある。この映像信号ｖｆの保持は、たとえば、タイミングコントローラ１４の映像信
号メモリ部２２の１ライン分のメモリ領域で行われる。これにより、映像信号ｖｆを削除
することなく、ブランク挿入が行われる。また、表示期間ｄ中のどのタイミングでブラン
クを挿入するかという情報を周辺回路１５に与える必要があるので、ブランク挿入開始と
同じタイミングでステータス信号ｓｔが周辺回路１５に送信される。
　また、周辺回路１５でのデータの送受信に要する時間が２Ｈ期間では不足し、たとえば
３Ｈ期間必要な場合は、図４に示すように、２Ｈブランクの挿入を行えば良い。
【００３５】
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　上記では、データの送受信に要する期間が２Ｈや３Ｈの場合の例を示したが、本質的に
は、データの送受信期間が１Ｈ期間では不足する場合に、何Ｈ期間必要かということであ
り、そのデータの送受信に必要な期間に応じて液晶パネル１１に対する書込みを停止すれ
ば良い。ここで、液晶パネル１１に対する書込みを停止する期間は、同液晶パネル１１に
対する書込み制御信号を、本来の１Ｈ期間よりもＸＨ期間だけ遅延させることと同意であ
るため、データの送受信に必要な期間が（１＋Ｘ）Ｈ期間（Ｘ；０よりも大きい実数とす
る）と表される。たとえば、Ｘ＝１の場合は図３に示すようになり、Ｘ＝２の場合が図４
に示すようになる。また、図５に示すように、データの送受信に必要な期間は１Ｈ期間の
整数倍である必要はなく、たとえば、１．５Ｈ必要であるという場合には、２Ｈ確保する
必要はなく、Ｘ＝０．５とすることにより、必要最小限の遅延量で液晶パネル１１に対す
る書込みに起因したノイズの影響を受けずにデータの送受信が行われる。
【００３６】
　以上のように、この第１の実施形態では、タイミングコントローラ１４により、映像信
号ストローブ信号ＳＴＢ及び垂直ドライバクロック信号ＶＣＫからなる水平同期信号の出
力を１Ｖ期間内の表示期間ｄ中に少なくとも１回以上かつ（１＋Ｘ）Ｈ期間以上停止する
停止期間が設定されるので、（１＋Ｘ）Ｈ期間以上のノイズの発生しない領域を生成する
ことが可能となる。また、タイミングコントローラ１４により、ゲート駆動部１３に対し
て、走査信号Ｇj の出力を上記水平同期信号の停止期間よりも短い期間停止させるための
ゲートマスク信号ＧＯＥが出力され、また、上記水平同期信号の停止期間の一部又は全て
にて、極性反転制御信号ＰＯＬの論理レベルが保持されるので、入力された映像信号ｖｆ
を削除することなくブランク挿入をすることが可能となる。このブランク挿入のタイミン
グに合わせて送信されたステータス信号ｓｔを基準として、周辺回路１５でデータの送受
信を開始すれば、液晶パネル１１の書込みに起因したノイズの影響による誤動作や受信感
度の劣化が発生することなく、データの送受信が可能となる。特に、周辺回路１５のデー
タ送受信の期間として１Ｈ以上の期間を要する場合に有効である。さらには、１Ｈ期間が
短い高解像度の液晶表示装置に対して有効である。
【００３７】
　また、（１＋Ｘ）Ｈ期間の領域を確保するためには、ＸＨ期間遅延させれば良く、デー
タの送受信に必要最小限の領域を確保するようにすれば、遅延量を最小とすることができ
る。遅延量を小さくすると、１Ｖ期間中にブランクを挿入できる回数を増やすことができ
、データの送受信の周期を速くすることができる。送受信周期が速くなると、たとえば、
表示画面上のポインタをポインタ認識装置で追従して動かそうとした場合に、追従性が向
上する。
【実施形態２】
【００３８】
　図６は、この発明の第２の実施形態である液晶表示装置の要部の電気的構成を示すブロ
ック図であり、第１の実施形態を示す図１中の要素と共通の要素には共通の符号が付され
ている。
　この形態の液晶表示装置では、同図６に示すように、図１中のタイミングコントローラ
１４に代えて、異なる機能を有するタイミングコントローラ１４Ａが設けられている。ま
た、液晶パネル１１に近い位置に、図１中の周辺回路１５に代えて、異なる機能を有する
周辺回路１５Ａが搭載されている。周辺回路１５Ａは、データの送受信を行うとき、その
動作を行う状態であることを示すステータス信号ｓｔ（第２の信号）を出力する。タイミ
ングコントローラ１４Ａは、周辺回路１５Ａからステータス信号ｓｔが出力されたとき、
水平同期信号停止期間設定モードに対応した動作を行う。他は、図１と同様の構成である
。
【００３９】
　図７は、図６中のタイミングコントローラ１４Ａの構成を示すブロック図である。
　このタイミングコントローラ１４Ａでは、図２中の水平／垂直同期制御信号出力部１４
ｂ及びステータス信号送信部１４ｃに代えて、異なる機能を有する水平／垂直同期制御信
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号出力部１４ｄ及びステータス信号判定部１４ｅが設けられている。ステータス信号判定
部１４ｅは、周辺回路１５Ａからステータス信号ｓｔが出力されたとき、これを判定して
水平／垂直同期制御信号出力部１４ｄに対して水平同期信号停止期間設定モードに対応し
た動作を起動する。
【００４０】
　この液晶表示装置では、周辺回路１５Ａからステータス信号ｓｔが出力されたとき、タ
イミングコントローラ１４Ａにより、第１の実施形態と同様の水平同期信号停止期間設定
処理が起動される（ステータス信号判定処理）。すなわち、ステータス信号判定部１４ｅ
にてブランク挿入のタイミング（すなわち、データを送受信するタイミング）と判定され
たとき、判定されたタイミングがたとえばＭライン目であったとすると、ＶＣＫ信号とＳ
ＴＢ信号とをＭライン目に１Ｈブランク期間挿入することにより、この期間に画素ＳＰi,

j に対する書込みが１Ｈ期間分停止される。これにより、書込み時に発生する電流変動が
なくなり、さらに電流変動に同期して発生するノイズもなくなる。
【００４１】
　以上のように、この第２の実施形態では、周辺回路１５Ａからステータス信号ｓｔが出
力されたとき、タイミングコントローラ１４Ａにより、水平同期信号停止期間設定モード
が起動されるので、第１の実施形態の利点に加え、利便性が向上する。
【００４２】
　以上、この発明の実施形態を図面により詳述してきたが、具体的な構成は同実施形態に
限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計の変更などがあっても、
この発明に含まれる。
　たとえば、周辺回路１５でのデータ送受信の回数を増加する必要がある場合、たとえば
１Ｖ期間内に複数回のブランク挿入をすることで、対応が可能である。この１Ｖ期間にお
けるブランク挿入長さとブランク挿入回数は、元のブランク期間（非表示期間ｂ）を超え
ない範囲で増加することが可能である。また、データ駆動部１２は、液晶パネル１１を交
流駆動する場合、ドット反転駆動方式に限定されず、共通電極ＣＯＭに印加するコモン電
圧又はデータ電極Ｘi に書き込む画素データＤi を、極性反転制御信号ＰＯＬに基づいて
位相反転すれば良く、たとえばフレーム反転駆動方式や２Ｈ反転駆動方式などでも良い。
この２Ｈ反転駆動方式では、データ駆動部１２は、縦２ドット毎にコモン電圧又は画素デ
ータＤi を位相反転する。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　この発明は、データの送受信を行う回路が液晶パネルの内部や周辺に搭載されている液
晶表示装置全般に適用できる。
【符号の説明】
【００４４】
　１１　　　液晶パネル
　１２　　　データ駆動部
　１３　　　ゲート駆動部
　１４，１４Ａ　　　タイミングコントローラ（制御手段）
　１４ａ　　　映像信号処理部（制御手段の一部）
　１４ｂ　　　水平／垂直同期制御信号出力部（制御手段の一部）
　１４ｃ　　　ステータス信号送信部（制御手段の一部、信号送信部）
　１４ｄ　　　水平／垂直同期制御信号出力部（制御手段の一部）
　１４ｅ　　　ステータス信号判定部（制御手段の一部、信号判定部）
　１５，１５Ａ　　　周辺回路（電子回路）
　３１　　　基準信号生成部（制御手段の一部）
　３２　　　ＶＳＰ信号制御部（制御手段の一部）
　３３　　　ＶＣＫ信号制御部（制御手段の一部）
　３４　　　ＧＯＥ信号制御部（制御手段の一部）
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　３５　　　ＳＴＢ信号制御部（制御手段の一部）
　３６　　　ＰＯＬ信号制御部（制御手段の一部）
　Ｘi 　　　データ電極（液晶パネル１１の一部）
　Ｙj 　　　走査電極（液晶パネル１１の一部）
　ＳＰi,j 　　　画素（液晶パネル１１の一部）
　ＣＯＭ　　　共通電極（液晶パネル１１の一部）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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